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１ 明南小 全校縦割り活動『あおぞらキッズ』発足会  ６月３日(水) 

 

 

 

 

 

 

 「あおぞらキッズ」は、次年度最高学年として児童会を受け持つ５年生がリーダーとなり、

企画・運営する全校縦割り活動です。１～６年生の縦割りグループで、年間を通して、水曜

日の清掃をなくした「ぽかぽかタイム」の時間に運動やレク遊びなどを楽しみます。この時

期から２学期末まで実施される全校縦割り清掃も、５年生がリーダーとなり進めていきます。 

 この日は、あおぞらキッズの発足会が行われました。自己紹介とグループ名の確認をした

後、しりとりやジェスチャーゲーム、竹の子ニョッキ等のゲームを班の仲間と楽しみました。 

 明南小も明北小も、学校規模を活かし、異年齢集団での取り組みを継続することで、特色

を活かした楽しさを生み出しています。どの学年の友だちも名前で呼び合えるよさも両校に

はあります。総合的な学習や各種特別活動においても、異年齢・異学年とのつながりを大切

にした学びや活動を取り入れていく期待も膨らみます。 

 

 

 

 

 

 

２ 明南小６年『運動会スローガンを決めよう！』 ５月８日(金) 

 ６年生は、全校児童の意見を取り入れて「運動会ス

ローガン」を決めたいと考えました。全校児童にアン

ケートを取り、スローガンに入れたい言葉を書いても

らいました。テキストマイニングから、「全力」「協力」

「仲間」「助け合う」が選ばれ、皆で話し合って自分た

ちが願うスローガンを決定しました。本年度運動会ス

ローガンは「仲間と協力し助け合いながら全力で運動

会に挑もう！」です。 
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３ 明南小運動会『仲間と協力し助け合いながら全力で運動会に挑もう！』5 月 30 日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明南小では、本年度も、全て児童が進め児童だけ出番がある運動会開閉会式にチャレンジ

しました。開・閉会式で前や指揮台に立ったのは全て子どもたちでした。司会・進行はもと

より、開会式は児童会長が、閉会式は児童会副会長が代表で挨拶をし、校長挨拶もなしです。

先生がやるものだという概念を壊し、児童が創る運動会へと少しずつ前進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年度、子どもたちに任せる種目となったのが「全校大玉送り」です。大玉送りは、全校

児童の意見を踏まえて児童会体力向上委員会で競技方法やルールを考えました。当日の大玉

係や鬨の声等も、６年生の希望者が行いました。子どもたちの“お家の方や地域の人たちと

一緒に楽しみたい”という願いから、１回戦は、全校児童＋大人（女性）で大玉を転がし、

２回戦は、全校児童＋大人（男性）で大玉を送る方法を考え実施しました。参加募集のおた

よりも自分たちで作成し、家庭に配布しました。開閉会式・全校種目と、児童に委ねる運動

会へと変わってきています。来年度はどんな運動会になるか、今から楽しみです。 

 

 

 

 

 

開会式「児童会長あいさつ」 

全校のみなさん、会場にお集まりのみなさん、おはようございます。今日は、待ちに待った運動

会です。全校のみなさんは、自分が行う種目に対し、これまで一生懸命に挑んできたと思います。

今日は、その練習してきた成果を発揮するときです。競い合いながらも、クラスや赤・白のちがい

を超えて、おたがいに応援し合いましょう。そして、ケガには気をつけながらも、みんなで協力

し、思い出に残る運動会にしましょう！ 

＜スローガン＞ 


